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名古屋市会２月定例会

2月18日から２月議会が始まりました。新年度予算

の審議は３月４日からの代表質問から始まりますが、

それに先立ち、25日からは新年度予算に関係のない

補正予算案や条例改正案などの審議が行われます。

2月25日の本会議で議案質疑が行われ、江上博之議

員が質問を行います。傍聴はネットでお願いします。

質問時間は答弁含め15分です。

委員会での審議は2月28～3月2日の予定です。

都市高速道路や天守閣木造復元で
江上議員が本会議で質問します

2021年度
補正予算案

2月25日(金)
午前10時

（1人だけです)

議案質疑

江上博之議員
１ 都市高速のインター拡張に伴う移転について

２ 天守閣木造復元の設計やも木工事、バリアフリーについて

私たちが今回の辞職勧告決議案に反対した理由は

二つあります。

第一に、「減税日本」が同決議案を提出した目的

は、ハラスメントの防止など政治倫理の確立に向け

たものではなく、暴言問題をもっぱら政争の具とし

て利用する狙いだからです。

例えば、同党の浅井康正議員（現団長）は2018年8

月、自宅に違法なブロック塀を設置し、議会から

「猛省を求める決議」（2018年3月15日）を受けまし

たが、議会での謝罪はおろか、信頼回復に向けた行

動も一切取っていません。ところが「減税日本」は、

今に至るまで同議員を不問に付したままです。

また、同党代表の河村たかし市長は、昨夏の「金

メダル（噛み）事件」で国内外から厳しい批判を受

けています。しかし同党は、本人に対し明確なけじ

めを求めていません。

自分たちの不祥事は棚上げにして、他会派の議員

の不祥事には辞職勧告するというのは手前勝手であ

り、私たちは与（くみ）することはできません。

第二に、今回の決議案提出は、議員提案のルール

を踏みにじるものだからです。

「減税日本」は今回の決議案を出す以前（2月1日）

に、議長に対して、「1.判決を踏まえ、市民の理解

を得られるよう、藤田議員に対し、厳正に対処する

こと。2.あらゆるハラスメントを看過することのな

いよう、ハラスメントの相談窓口や検証するための

仕組みの整備、政治倫理条例の制定など再発防止策

を講じること」を申し入れています。

提案された内容についての議会での議論は、これ

からです。申し入れを撤回せずに、同じ問題で内容

の異なる議案を議会に提出するというのは、公党と

してあまりに無責任です。

日本共産党市議団は、藤田議員による暴言問題が

発覚した際、議長に対して、真相究明とハラスメン

ト防止を要請しました（2019年5月15日）。さらに名

古屋高裁判決の確定後、議長に対し、藤田議員に謝

罪と「明確なけじめ」を求めるよう申し入れるとと

もに、議長及び河村市長に対して、市長と議員を対

象にした「政治倫理条例」の制定を申し入れていま

す(今年1月28日)。

暴言問題を政争の具にするのではなく、「政治倫

理条例」の制定など再発防止策を講じることこそ、

議会への信頼を回復する道です。日本共産党市議団

は今後も議会改革に全力を尽くします。

ふじた議員に対する辞職勧告決議案について
江上博之幹事長の談話（2022年2月18日）

2月18日の名古屋市会本会議に減税日本が提出した「ふじた議員に対する辞職勧告決議案」は減税日本以
外に賛同が得られず、否決されました。江上博之幹事長の談話を紹介します。


